








要約:1986 年までに成長ホルモン治療終了し、現在成人した GH 分泌低下症患者(所謂下垂

体性小人症患者)にアンケート調査を行い、その結果を分析した.最終身長は治療が充分受

けられなかった患者も含まれるので 125～180 ㎝と広く分布していたが、平均身長は現在

の日本人成人の一 2SD の値にほぼ近い値であった.これら患者さんの最終身長を便宜的に

3 群(極めて低い、低い、正常)に分けてアンケートを分析したところ、極めて身長の低い

患者は就職に対しても、結婚に対しても不利であることが明かとなった.男性では身長

165cm 以上、女性では 150cm 以上の人は社会的にかなり良く適応していると考えれれるの

で、今後は治療の目標最終身長は少なくともこれらの値はこえるようにするよう配慮する

ことが良いと思われた.


